
指標名
当初値
（H30）

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績
現状値
（R6実
績）

目標値
（R6）

達成度(％)
現状値
/目標値

転入者数 1,911人 1,656人 1,635人 2,209人 2,002人 1,770人 2,050人 86.3

　新型コロナウイルス感染症拡大時期は転
入者が減少し、その後は転入者数が増加し
たものの最終年度である令和6年度は目標値
を達成することができなかった。

　転入者の多くが外国人であり、市内企業への短期就労の
ための転入と考えられる。今後は観光コンテンツの充実や
魅力発信に取り組み、一時的に滞在する「交流人口」の拡
大や継続的につながりを持つ「関係人口」の創出から、移
住定住へとつなげていく。また、進学・就職等で市外へ転
出した若者と継続的なつながりを構築し、Uターンの促進
に向けて取り組むなど、戻りたいまち・住みたいまちをめ
ざす。

指標名
当初値

（H25～H29）

目標値
（H30～
R4）

達成度(％)
現状値
/目標値

合計特殊出生率 1.59 1.65 86.7 　目標値を達成することができなかった。

　全国的に人口減少が進行する中で、母親になれる女性自
体が減っていく「少母化」が課題である。今後も結婚を希
望する人への婚活支援や経済的支援から、安心して子ども
を生み育てられる環境づくりまで、切れ目のない支援を実
施するとともに、女性が地域や職場で活躍できる環境づく
りを進めていく。

指標名
当初値
（H30）

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績
現状値
（R6実
績）

目標値
（R6）

達成度(％)
目標値
/実績値

転出者数 1,956人 1,812人 1,925人 2,052人 1,947人 1,918人 1,950人 101.7

　目標値は達成したが、外国人の転出者数
が減少したことに影響を受けており、日本
人の転出者数は令和5年度と比べて増加して
いることから、施策の効果が表れたとまで
は言い難い。

　若者の就職先として選ばれるように、企業の生産性向上
や新規ビジネスの創出など地域の稼ぐ力を高めるととも
に、雇用のミスマッチ解消に向けた取組を行う。また、誰
もが安心して住み続けたいまちづくりを実現するため、中
心市街地の再生などの取組を継続して実施する。

〔達成度の算出方法〕
　①数値目標が「増加」の方向をめざしている場合 　②数値目標が「減少」の方向をめざしている場合
　　 （　実績値 ÷ 目標値 ）×100 　　（　目標値 ÷ 実績値　）×100

1.43

基本目標３　安心で暮らしやすい,持続可能なまちづくり

数値目標

基本目標に掲げる指標の
実績値に関する評価 課題および今後の方針等

　企業誘致や産業振興等により，地域経済の発展や雇用機会の拡大を図るとともに，さらなる市民共働の推進，保健・医療・介護・福祉の充実に努めます。さらに、災害・防災対策の強化、快適な環境の保全および創
造、社会資本の適正な維持管理を図り、安心で暮らしやすい環境と持続可能な地域づくりをめざします。

基本目標２　子育て世代に選ばれるまちづくり

数値目標

基本目標に掲げる指標の
実績値に関する評価

課題および今後の方針等現状値
（H30～R4）

　結婚・妊娠・出産・子育てにおける支援を切れ目なく実施し，安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進めるとともに，教育環境の整備・充実を図り，子育て世代に選ばれるまちづくりを推進します。
　また、女性や高齢者、障がい者、外国人等、すべての人が活躍できる環境整備に努めます。

基本目標の達成状況について
基本目標１　活力と交流のある，住みたいまちづくり

数値目標

基本目標に掲げる指標の
実績値に関する評価

課題および今後の方針等

　坂出北インターチェンジや坂出港等、本市の有する地理的優位性を最大限に引き出す施策を推進するとともに、利便性の高い中心市街地ににぎわいを取り戻すため、既存の公共用地・公共施設の利活用に努め、
まちなかの再生に取り組みます。また，本市の特色を生かした交流人口の拡大と，関係人口の創出を図り、若者等の市内への移住・定住を促進します。
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